
                            

     

  

前
日
の
雨
も
す
っ
か
り
上
が
り

ハ
イ
キ
ン
グ
日
和
と
な
り
ま
し
た
。 

参
加
者
は
２
３
名
に
な
り
ま
し
た
。 

私
は
欠
席
し
た
た
め
報
告
は
簡

略
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

● 

概
要 

 

奈
良
の
都
「
平
城
京
」
か
ら
五

里
（
約
２
０
ｋ
ｍ
）、
京
の
都
「
平

安
京
」
か
ら
五
里
（
約
２
０
ｋ
ｍ
）

と
二
つ
の
都
の
中
間
に
位
置
す
る

城
陽
市
を
表
す「
五
里
五
里
の
里
」

の
遺
跡
を
散
策
し
ま
し
た
。 

 

城
陽
市
付
近
は
古
代
か
ら
重
要

な
地
域
で
あ
っ
た
よ
う
で
繰
り
返

し
土
地
が
利
用
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
す
。
古
墳
・
廃
寺
跡
・
官
衙
跡

な
ど
が
狭
い
地
域
に
あ
っ
て
多
く

が
史
跡
な
ど
に
指
定
さ
れ
、
発
掘

調
査
に
よ
り
貴
重
な
品
々
が
多
数

出
土
し
て
い
ま
す
。 

 

       

古
墳
時
代
（
３
世
紀
）
か
ら

奈
良
時
代
（
８
世
紀
）
の
期
間

の
古
墳
か
ら
寺
院
へ
の
移
り
変

わ
り
な
ど
時
代
背
景
に
触
れ
ら

れ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

今
回
は
城
陽
市
歴
史
民
俗
資

料
館
様
の
お
取
り
計
ら
い
で
、

学
芸
員
様
に
よ
る
展
示
品
の
解

説
と
久
世
小
学
校
内
の
古
墳
の

見
学
が
実
現
し
た
こ
と
を
報
告

し
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 

歴
史
ハ
イ
キ
ン
グ
の
案
内
を

急
な
変
更
に
対
応
し
て
い
た
だ

い
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

参
加
者
の
皆
様
の
ご
協
力
で

無
事
終
了
で
き
て
ホ
ッ
と
し
て

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

 

   

 

Ｙ 

・ 

Ｏ 

お
天
気
に
恵
ま
れ
た
ハ
イ
キ

ン
グ
で
し
た
。
城
陽
市
歴
史
民

俗
資
料
館
で
は
、
芝
ヶ
原
古
墳

の
出
土
品
、
銅
釧
や
四
獣
形
鏡

な
ど
の
説
明
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
レ
プ
リ
カ
で
は

な
く
本
物
が
見
ら
れ
た
の
は
事

前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
っ
た

世
話
人
の
皆
様
の
お
陰
で
す
。

あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
古
墳

め
ぐ
り
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

 
 

残
念
な
の
は
井
上
会
長
が
体

調
不
良
で
ご
欠
席
だ
っ
た
こ
と

で
す
。
早
く
お
元
気
に
な
ら
れ

ま
す
よ
う
に
。
会
長
に
代
わ
っ

て
先
導
、
説
明
し
て
く
だ
さ
っ

た
役
員
の
皆
様
に
感
謝
で
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

◇
◇
◇
◇ 

 

Ｈ 

・ 

Ｍ 

  

本
番
前
日
の
日
本
列
島
を

襲
っ
た
大
荒
れ
で
心
配
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
当
日
は
噓
の
よ 

 

   

う
に
晴
れ
渡
り
、
快
適
な
ハ
イ

キ
ン
グ
を
期
待
さ
せ
ま
し
た
。 

 

午
前
中
は
城
陽
市
歴
史
資
料

館
で
の
学
芸
員
の
詳
し
い
古
墳

の
説
明
と
レ
プ
リ
カ
で
な
い 

本
物
の
埋
蔵
物
、
四
獣
鏡
・
銅

釧
・
勾
玉
な
ど
見
る
こ
と
が
で

き
感
激
。 

昼
食
後
、
久
世
小
学
校
内
の

古
墳
～
山
城
地
域
最
大
の
前
方

後
円
墳
等
々
回
っ
た
が 

城
陽
市
内
で
の
古
墳
の
多
さ

に
は
感
服
。 

汗
ば
み
上
着
を
脱
ぎ
た
く
な

る
く
ら
い
の
陽
気
と
な
り
、
素

晴
ら
し
い
ハ
イ
キ
ン
グ
と
な
り

ま
し
た
。 

 

残
念
な
こ
と
に
会
長
の
体
調

異
変
で
の
欠
席
と
い
う
ハ
プ
ニ

ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
が
、 

井
之
内
さ
ん
・
入
江
さ
ん
の

リ
ー
ド
で
無
事
に
完
遂
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。 
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史
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２
０
２
２
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７
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口 
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● 

散
策
コ
ー
ス 

近
鉄
京
都
線
寺
田
駅
～
城
陽
市

歴
史
民
俗
資
料
館
（
文
化
パ
ル

ク
内
）
～
Ｊ
Ｒ
城
陽
駅
～
久
世

廃
寺
跡
（
昼
食
）
～
鷺
坂
山
（
万

葉
集
歌
碑
）
～
久
世
小
学
校
古

墳
～
正
道
官
衙
遺
跡
～
芝
ケ
原

古
墳
丸
塚
古
墳
～
平
川
廃
寺
跡

～
久
津
川
車
塚
古
墳
～
芭
蕉
塚

古
墳
～
近
鉄
京
都
線
久
津
川
駅 

 

◆
井
内
講
座
◆ 

京
都
に
ち
な
ん
だ
妖
怪
か
ら
の

ク
イ
ズ 

 

問
題
１ 

ヒ
ョ
ー
ヒ
ョ
ー
と
気
味
の
悪
い

声
で
鳴
き
、
横
溝
正
史
の
「
悪

霊
島
」
で
は
「
鵺
の
鳴
く
夜
は

恐
ろ
し
い
」
の
フ
レ
ー
ズ
で
有

名
で
す
。
そ
の
鵺
か
ら
の
問
題

で
す
。
さ
て
、
鵺
が
登
場
す
る

平
家
物
語
で
は
、
鵺
の
姿
は

（ 
 

 

）
の
顔
、（ 

 
 

）

の
胴
体
、（ 

 
 

）
の
手
足
を

持
ち
、
尾
は
（ 

 
 

）
で
あ

る
と
記
述
が
あ
り
ま
す
。

（ 
 

 

）
の
中
に
正
解
の
動
物

名
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

 

問
題
２ 

天
狗
の
宴
（
天
狗
の
酒
盛
）
は
愛

宕
念
仏
寺
で
行
わ
れ
ま
す
。さ
て
、

天
狗
と
い
え
ば
、
鞍
馬
に
は
牛
若

丸
に
剣
術
を
教
え
た
と
い
う
僧
正

防
と
い
う
大
天
狗
が
い
ま
し
た
。

お
隣
の
比
良
山
に
は
次
郎
坊
と
い

う
大
天
狗
が
有
名
で
す
。
そ
れ
で

は
愛
宕
山
に
は
何
と
い
う
大
天
狗

が
い
た
で
し
ょ
う
か
？ 

・
太
郎
坊 

・
愛
宕
坊 

・
念
仏
坊 

 

問
題
３ 

「
恋
し
く
ば
訪
ね
来
て
見
よ
和
泉

な
る
信
太
の
森
の
う
ら
み
葛
の

葉
」
有
名
な
信
太
の
森
の
白
狐
で

す
が
、
こ
の
葛
の
葉
（
白
狐
）
と

人
間
の
間
に
生
ま
れ
た
の
が
幼
名
、

童
子
丸
と
い
う
皆
様
が
良
く
ご
存

知
の
あ
の
人
で
す
。
そ
れ
は
一
体

誰
で
し
ょ
う
か
？ 

  

問
題
４ 

大
江
山
の
酒
呑
童
子
の
一
の
子

分
で
、一
条
戻
橋
で
渡
辺
網（
源

頼
光
の
四
天
王
の
一
人
）
に
腕

を
切
り
落
と
さ
れ
た
鬼
は
何
と

い
う
名
前
で
し
ょ
う
か
？ 

 

問
題
５ 

丑
の
刻
参
り
と
は
、
嫉
妬
心
に

さ
い
な
ま
れ
た
女
性
が
白
衣
に

扮
し
、
灯
し
た
ロ
ー
ソ
ク
を
突

き
立
て
た
鉄
輪
を
か
ぶ
っ
た
姿

で
、
神
社
の
ご
神
木
に
憎
い
相

手
に
見
立
て
た
わ
ら
人
形
に
釘

を
打
ち
込
む
と
い
う
日
本
に
古

来
よ
り
伝
わ
る
呪
術
の
一
種
で

す
。
京
都
で
は
貴
船
神
社
が
有

名
で
す
。
そ
れ
で
は
丑
の
刻
と

は
何
時
か
ら
何
時
ま
で
で
し
ょ

う
か
？ 

 

問
題
６ 

大
太
郎
法
師
？
ど
う
読
み
ま
す

か
？ 

ま
た
大
太
郎
法
師
の
反
対
の
法

師
と
は
何
と
言
う
で
し
ょ
う
。 

大
太
郎
法
師（ 

 
 

 
 

） 

反
対
の
法
師（ 

 
 

 
 

） 
【
編
集
後
記
】 
 

今
回
の
ハ
イ
キ
ン
グ
を
直
前

に
欠
席
し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

幸
い
な
こ
と
に
予
定
し
て
い

た
企
画
が
無
事
終
了
し
た
こ
と

は
誠
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、
参
加
者
の

皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

◇
◇
◇
◇ 

 

普
段
は
あ
ま
り
検
温
を
し
た

こ
と
が
無
い
の
に
、
ハ
イ
キ
ン

グ
当
日
の
朝
に
い
く
ぶ
ん
の
だ

る
さ
を
感
じ
た
の
で
念
の
た
め

熱
を
は
か
っ
て
み
ま
し
た
。
３

６
・
９
度
で
し
た
。
微
妙
。
そ

の
後
は
か
る
と
３
７
・
４
度
な

ど
毎
回
３
７
度
越
え
ま
し
た
。

と
り
あ
え
ず
資
料
を
集
合
場
所

ま
で
持
っ
て
行
く
こ
と
に
し
て
、

そ
れ
ま
で
に
下
が
れ
ば
参
加
し

よ
う
と
体
温
計
を
持
っ
て
家
を

で
ま
し
た
。
駅
で
乗
車
直
前
に

検
温
し
ま
し
た
。
駅
の
ホ
ー
ム

で
体
温
計
を
脇
に
挟
む
変
な
お

っ
さ
ん
に
見
え
た
と
思
い
ま
す
。

結
果
、
私
の
願
い
は
叶
わ
ず
。

３
７
・
４
度
で
し
た
。
微
妙
な

発
熱
で
す
が
今
回
の
参
加
を
断

念
し
ま
し
た
。 

 

発
熱
は
夕
方
ま
で
続
き
ま
し

た
。
寝
る
こ
ろ
に
は
平
熱
に
戻

っ
て
お
り
ま
し
た
。 

 

翌
日
か
ら
は
平
常
通
り
に
過

ご
し
て
お
り
ま
す
。 

 

ご
心
配
を
お
か
け
し
て
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

皆
様
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。 

 

◆
井
内
講
座
◆
解
答 

問
題
１ 

（
サ
ル
）（
タ
ヌ
キ
）（
虎
） 

（
ヘ
ビ
） 

問
題
２ 

 

 

太
郎
坊 

問
題
３ 

 

安
倍
晴
明 

問
題
４ 

 

茨
木
童
子 

問
題
５ 

 

午
前
一
時
～
三
時 

問
題
６ 

 

（
だ
い
だ
ら
ぼ
っ
ち
） 

 

（
一
寸
法
師
） 



資
料
編 

（
解 

説
） 

 

重
文 

久
世
神
社
本
殿 

丹
塗
り
の
一
間
社
流
造
、
檜

皮
葺
で
、
柱
上
部
・
組
み
物
・

庇
水
引
虹
梁
・
庇
蠆
股
な
ど
を

極
彩
色
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

内
部
は
内
陣
と
外
陣
に
分
か
れ
、

内
陣
正
面
に
は
幣
軸
付
板
扉
、

外
陣
正
面
に
引
違
の
格
子
戸
四

枚
た
て
て
い
ま
す
。
内
陣
の
板

扉
に
は
扉
二
枚
に
わ
た
り
大
き

な
絵
を
描
き
、
左
右
の
脇
羽
目

板
に
も
草
花
を
描
い
て
い
ま
す
。

内
陣
正
面
の
欄
干
中
央
に
巴
紋
、

左
右
に
六
弁
の
花
紋
を
飾
っ
て

い
ま
す
。
外
陣
正
面
に
は
透
彫

り
欄
干
を
い
れ
、
単
純
化
し
た

唐
草
文
様
を
柱
間
一
間
分
に
わ

た
っ
て
彫
刻
し
た
中
に
、
中
央

に
菊
、
左
右
に
各
２
個
ず
つ
計

４
個
の
桐
を
配
し
て
い
ま
す
。 

建
立
年
代
は
明
ら
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
室
町
時
代
中
期

と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

国
指
定
史
跡 

久
世
廃
寺
跡 

久
世
廃
寺
は
、
塔
を
東
、
金
堂

を
西
に
置
く
法
起
寺
式
伽
藍
配
置

を
と
り
ま
す
。
寺
域
は
東
西
約
１

２
０
ｍ
、
南
北
約
１
３
５
ｍ
と
推

定
さ
れ
て
お
り
、
寺
跡
の
大
半
は

久
世
神
社
の
境
内
地
と
な
っ
て
い

ま
す
。
境
内
に
は
塔
跡
・
金
堂
跡
・

講
堂
跡
が
、
土
壇
と
し
て
残
っ
て

い
ま
す
。 

塔
跡
は
、
東
西
１
３
・
７
ｍ
、

南
北
１
３
・
４
ｍ
の
瓦
積
基
壇
と

推
定
さ
れ
ま
す
。
金
堂
跡
は
、
東

西
２
６
・
７
ｍ
、
南
北
２
１
・
３

ｍ
瓦
積
基
壇
で
す
。
講
堂
跡
は
、

東
西
２
３
・
５
ｍ
、
南
北
１
３
ｍ

の
瓦
積
基
壇
で
、
基
壇
上
に
は
７

間
（
２
１
ｍ
）×

４
間
（
１
０
・

５
ｍ
）
の
四
面
庇
を
も
つ
建
物
が

あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
南
門
跡
は
、
南
北
４
・
３
ｍ
、

東
西
８
ｍ
以
上
の
基
底
部
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。 

南
門
跡
北
側
の
瓦
溜
ま
り
か
ら

は
、
像
高
６
・
９
ｃ
ｍ
（
頭
頂
～

足
裏
）
の
金
銅
造
の
誕
生
釈
迦
仏

立
像
が
出
土
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
東
側
の
市
道
沿
い
で
は
、

補
修
用
瓦
を
焼
い
た
と
考
え
ら

れ
る
瓦
窯
跡
が
み
つ
か
っ
て
い

ま
す
。 

発
掘
調
査
に
よ
り
、
奈
良
時
代

前
期
に
創
建
さ
れ
、
８
世
紀
中

頃
に
建
物
が
整
備
さ
れ
、
１
１

世
紀
前
半
に
廃
絶
し
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。 

寺
域
北
東
側
の
丘
陵
部
に
は
、

６
世
紀
に
築
造
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
芝
ケ
原
１
～
７
号

墳
（
前
方
後
円
墳
２
基
、
円
墳

５
基
）
が
あ
り
ま
す
。 

 

芝
ケ
原
遺
跡 

芝
ケ
原
遺
跡
は
、
東
か
ら
西

に
延
び
る
芝
ケ
原
丘
陵
に
広
が

る
遺
跡
で
す
。 

こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
で
、

古
墳
時
代
後
半
か
ら
飛
鳥
時
代

の
集
落
跡
や
古
墳
時
代
中
ご
ろ

の
古
墳
な
ど
が
み
つ
か
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
遺
跡
範
囲
内
に
は

芝
ケ
原
古
墳
群
や
久
世
廃
寺
が

あ
り
ま
す
。 

集
落
跡
か
ら
は
、
竪
穴
住
居

と
掘
立
柱
建
物
が
あ
わ
せ
て
約

２
０
０
棟
み
つ
か
っ
て
お
り
、

大
規
模
な
集
落
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
竪
穴
住

居
は
、一
辺
が
２
～
６
ｍ
あ
り
、

ほ
と
ん
ど
が
カ
マ
ド
を
も
っ
て

い
ま
す
。
竪
穴
住
居
は
、
出
土

遺
物
か
ら
古
墳
時
時
代
後
期

（
６
世
紀
後
半
）
～
飛
鳥
時
代

初
め
（
７
世
紀
初
め
）
に
営
ま

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

掘
立
柱
建
物
は
、
８
・
３
ｍ×

３
・
８
ｍ
（
５
間×

２
間
）
の

も
の
が
最
も
大
き
く
、
ま
た
倉

庫
と
考
え
ら
れ
る
建
物
も
４
棟

み
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
掘
立
柱

建
物
は
、
出
土
遺
物
か
ら
古
墳

時
代
末
（
６
世
紀
末
）
～
飛
鳥

時
代
末
（
７
世
紀
末
）
の
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
芝
が
原
遺

跡
の
集
落
で
は
、
竪
穴
住
居
か

ら
掘
立
柱
建
物
へ
徐
々
に
変
化

し
て
い
っ
た
様
子
が
確
認
で
き
、

当
時
の
住
居
の
移
り
変
わ
り
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

古
墳
は
小
規
模
な
方
墳
で
、

古
墳
時
代
中
期
（
５
世
紀
）
の

大
形
円
墳
で
あ
る
芝
ケ
原
１

０
・
１
１
号
墳
の
南
側
に
隣
接

し
て
５
基
み
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

規
模
は
、
一
辺
が
７
・
５
～
１

６
ｍ
あ
り
、
幅
１
～
２
ｍ
の
周

濠
が
め
ぐ
り
ま
す
。
墳
丘
や
埋

葬
施
設
は
、
削
ら
れ
て
し
ま
い

残
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

周
濠
か
ら
出
土
し
た
埴
輪
か

ら
、
古
墳
時
代
中
期
後
半
（
５

世
紀
後
半
）
の
築
造
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
こ
の
他
に
、
埴
輪
を

転
用
し
た
埴
輪
棺
（
埴
輪
を
使

っ
た
棺
桶
）
も
５
基
み
つ
か
っ

て
い
ま
す
。 

ま
た
、
約
２
万
年
前
の
旧
石

器
時
代
の
石
器
が
３
点
（
船
底

形
石
器
１
点
と
ナ
イ
フ
形
石
器

２
点
）
出
土
し
て
お
り
、
城
陽

市
内
で
最
も
古
い
人
々
の
営
み

を
示
す
資
料
で
す
。 

 

鷺 

坂 

（
白
鳥
飛
来
伝
承
地
） 

古
事
記
や
日
本
書
紀
の
神
話

の
世
界
で
は
、
日
本
建
国
神
話

の
英
雄
で
あ
る
日
本
武
尊
が
登

場
し
ま
す
が
、
実
は
こ
の
人
物

が
城
陽
の
久
世
神
社
の
祭
神
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ヤ
マ
ト
タ
ケ



ル
ノ
ミ
コ
ト
は
父
（
１
２
代
景

行
天
皇
）
の
命
令
に
よ
り
九
州

の
熊
襲
を
討
ち
、
東
国
の
蝦
夷

を
平
定
し
た
の
ち
、
病
状
が
悪

化
し
し
て
伊
勢
国
の
能
煩
野

（
の
ぼ
の
）
で
こ
の
世
を
去
り

ま
す
。
死
後
、
大
き
な
白
い
鳥

と
な
っ
て
飛
び
去
っ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。「
大
和
本
紀
」

に
は
「
日
本
武
尊
白
鳥
と
な
り

て
西
方
を
指
し
て
飛
び
去
ら
せ

給
ひ
ぬ
、
又
そ
の
鳥
の
行
き
落

ち
た
り
し
山
を
鷺
坂
と
申
し
て

山
背
の
国
に
之
有
り
」
と
伝
承

し
て
い
ま
す
。
能
煩
野
か
ら
ち

ょ
う
ど
真
西
に
あ
た
る
の
が
こ

の
城
陽
市
で
あ
り
、
久
世
神
社

に
白
い
鳥
が
飛
来
し
て
祭
神
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。 

「
山
背
の
久
世
の
鷺
坂
神
代
よ

り 

春
は
張
り
つ
つ
秋
は
散
り

け
り
」（
万
葉
集
・
巻
９
・
１
７

０
７
）
柿
本
人
麿 

 

正
道
官
衙
遺
跡 

１
９
６
５
年（
昭
和
４
０
年
）、

台
地
西
端
の
池
畔
で
瓦
片
や
土

器
片
が
見
つ
か
り
、
古
代
寺
院
が

あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
当
初
は
地

名
を
と
っ
て
「
正
道
廃
寺
跡
」
と

名
付
け
ら
れ
た
。１
９
７
３
年（
昭

和
４
８
年
）
２
月
か
ら
の
大
規
模

な
発
掘
調
査
で
寺
院
跡
と
み
る
よ

り
奈
良
時
代
の
郡
衙
（
役
所
）
中

心
部
分
と
推
定
さ
れ
る
掘
立
柱
建

物
群
跡
が
見
つ
か
り
、
１
９
７
４

年
（
昭
和
４
９
年
）
に
は
「
正
道

遺
跡
」
（
し
ょ
う
ど
う
い
せ
き
）

と
改
名
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
付
近

で
は
部
分
的
な
発
掘
調
査
を
続
け

た
結
果
、
遺
跡
西
側
に
も
建
物
群

跡
の
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。 

こ
の
遺
跡
は
、
５
世
紀
の
小
規

模
な
古
墳
と
、
６
世
紀
後
半
か
ら

７
世
紀
に
か
け
て
の
集
落
遺
構
、

そ
し
て
７
世
紀
以
降
の
整
然
と
配

置
さ
れ
た
大
型
の
掘
立
柱
建
物
群

か
ら
な
る
官
衙
遺
構
な
ど
が
重
な

り
あ
う
複
合
遺
跡
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
、
官
衙
遺
構
は
、
歴
史
・
地

理
的
背
景
や
出
土
遺
物
な
ど
か
ら
、

奈
良
時
代
の
山
城
国
久
世
郡
の
郡

衙
中
心
部
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

１
９
７
４
年
（
昭
和
４
９
年
）
９

月
１
２
日
に
城
陽
市
で
は
最
初

に
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
翌

年
３
月
に
史
跡
地
全
体
の
約
１

０
８
５
０
平
方
メ
ー
ト
ル
が
公

有
化
さ
れ
た
。 

こ
の
遺
跡
は
、発
掘
調
査
後
、

埋
め
戻
さ
れ
て
長
い
間
広
場
に

な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
遺
跡

の
保
存
と
活
用
を
図
り
な
が
ら
、

積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

し
て
い
こ
う
と
い
う
機
運
が
高

ま
り
、
１
９
８
９
年
（
平
成
元

年
）
２
月
に
文
化
庁
の
指
導
を

得
て
こ
の
遺
跡
を
含
む
城
陽
市

内
全
５
か
所
の
史
跡
整
備
構
想

が
策
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
翌

年
に
は
こ
の
官
衙
遺
跡
の
整
備

基
本
計
画
が
作
ら
れ
、
１
９
９

１
年
（
平
成
３
年
）
１
０
月
か

ら
整
備
工
事
が
着
工
さ
れ
、
１

９
９
２
年
（
平
成
４
年
）
１
１

月
に
工
事
が
完
成
し
、
史
跡
公

園
と
し
て
遺
構
の
一
部
が
復
元

さ
れ
芝
生
や
万
葉
植
物
を
配
し

た
広
場
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い

る
。 

 
芝
ケ
原
古
墳
と 

前
方
後
方
墳 

前
方
後
方
墳
は
、
弥
生
時
代

末
に
濃
尾
平
野
に
現
れ
た
突
出

部
を
つ
け
た
墳
丘
墓
が
、
古
墳

時
代
に
突
出
部
を
よ
り
大
き
な

前
方
部
へ
と
発
達
さ
せ
て
生
ま

れ
た
墳
形
で
す
。
古
墳
時
代
前

期
を
中
心
に
全
国
で
約
二
百
数

十
基
が
確
認
さ
れ
、
東
日
本
で

数
多
く
築
造
さ
れ
ま
す
が
、
西

日
本
に
も
お
よ
ん
で
い
ま
す
。 

芝
ケ
原
古
墳
は
、
前
方
部
の

形
状
が
不
明
で
す
が
、
ま
だ
未

発
達
で
短
く
、
前
端
に
向
け
て

開
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
初
現

的
な
前
方
後
方
墳
と
考
え
ら
れ

ま
す
。 

京
都
府
南
部
で
は
、
西
山
１

号
墳
（
城
陽
市
）、
元
稲
荷
古
墳

（
向
日
市
）、
茶
臼
山
古
墳
（
八

幡
市
）、
大
住
車
塚
古
墳
・
大
住

南
塚
古
墳（
京
田
辺
市
）な
ど
、

古
墳
時
代
前
期
の
前
方
後
方
墳

が
数
多
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

   

久
津
川
古
墳
群
と 

芝
ケ
原
古
墳 

宇
治
市
南
部
か
ら
城
陽
市
北

半
の
丘
陵
や
扇
状
地
に
は
１
０

０
基
以
上
の
古
墳
が
分
布
し
て

お
り
、
と
く
に
大
谷
川
扇
状
地

や
周
辺
の
丘
陵
に
は
多
く
の
古

墳
が
築
造
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
久
津
川
古
墳
群
と
呼
ん
で

お
り
、
京
都
府
内
で
最
大
規
模

の
古
墳
群
で
す
。
芝
ケ
原
古
墳

を
は
じ
め
、
古
墳
時
代
前
期
か

ら
後
期
に
か
け
て
（
３
～
６
世

紀
）、
前
方
後
円
墳
・
前
方
後
方

墳
・
円
墳
・
方
墳
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
形
や
規
模
の
古
墳
が
築

造
さ
れ
、
有
力
者
集
団
の
本
拠

地
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
と
く
に
５
世
紀
前
半
の
久

津
川
車
塚
古
墳
は
山
城
地
域
最

大
の
前
方
後
円
墳
で
す
。
こ
の

地
域
は
、
奈
良
時
代
に
久
世
廃

寺
や
平
川
廃
寺
な
ど
が
建
立
さ

れ
、
ま
た
郡
衙
（
正
道
官
衙
遺

跡
）
が
置
か
れ
る
な
ど
、
南
山

城
地
域
の
中
核
で
あ
り
続
け
ま

し
た
。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%98%AD%E5%92%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%93%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9C%9F%E5%99%A8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9C%9F%E5%99%A8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%A4%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AF%BA%E9%99%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%99%BA%E6%8E%98%E8%AA%BF%E6%9F%BB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A5%88%E8%89%AF%E6%99%82%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A5%88%E8%89%AF%E6%99%82%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A5%88%E8%89%AF%E6%99%82%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%83%A1%E8%A1%99
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%8E%98%E7%AB%8B%E6%9F%B1%E5%BB%BA%E7%89%A9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%8E%98%E7%AB%8B%E6%9F%B1%E5%BB%BA%E7%89%A9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%A4%E5%A2%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9B%86%E8%90%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%81%BA%E6%A7%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%98%E8%A1%99
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%81%BA%E7%89%A9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B1%B1%E5%9F%8E%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B9%85%E4%B8%96%E9%83%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B9%B3%E6%88%90
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%87%E5%8C%96%E5%BA%81
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8A%9D%E7%94%9F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8A%9D%E7%94%9F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8A%9D%E7%94%9F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%87%E8%91%89


芝
ケ
原
古
墳
は
、
久
津
川
古

墳
群
の
中
心
部
で
あ
る
大
谷
川

扇
状
地
を
見
下
ろ
す
丘
陵
上
に

位
置
し
て
お
り
、
久
津
川
古
墳

群
の
出
現
を
考
え
る
上
で
重
要

な
古
墳
と
い
え
ま
す
。 

 

芝
が
原
古
墳
の
出
土
品 

墓
坑
上
面 

庄
内
式
土
器（（
二

重
口
縁
壷
、
高
坏
） 

木
棺
内 

 

銅
釧
（
２
個
）、
四

獣
形
鏡
（
１
面
）、 

硬
玉
製
管
玉
（
１
８
７
個
）、 

ガ
ラ
ス
製
小
玉
（
１
３
０
０
個

以
上
）、 

釶
（
１
本
）、
錐
（
８
片
） 

銅
釧
は
、
貝
輪
を
模
し
た
青

銅
製
の
腕
輪
で
、
全
国
的
に
も

数
少
な
く
、
ま
た
本
例
の
よ
う

な
形
態
は
他
に
例
が
な
い
貴
重

な
も
の
で
す
。
径
は
１
２
・
１

ｃ
ｍ
あ
り
ま
す
。 

四
獣
形
鏡
は
、
４
匹
の
獣
が

配
置
さ
れ
た
鏡
で
、
中
国
の
鏡

を
模
し
た
日
本
の
鏡
と
し
て
初

期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

径
は
１
２
ｃ
ｍ
あ
り
ま
す
。 

庄
内
式
土
器
は
、
弥
生
時
代
か

ら
古
墳
時
代
へ
移
り
変
わ
る
時
期

に
作
ら
れ
た
土
器
で
す
。
文
様
で

飾
っ
た
、
古
墳
に
置
く
た
め
に
作

ら
れ
た
も
の
で
す
。 

 

史
跡 

芝
が
原
古
墳 

芝
が
原
古
墳
は
、
大
谷
川
扇
状

地
を
見
下
ろ
す
標
高
５
０
～
５
２

ｍ
の
丘
陵
北
縁
部
に
立
地
し
ま
す
。

墳
形
は
南
に
前
方
部
が
つ
く
前
方

後
方
形
で
、
後
方
部
は
東
西
１
９

ｍ×

南
北
２
１
ｍ
あ
り
ま
す
。
前

方
部
は
調
査
前
に
大
部
分
が
壊
さ

れ
て
い
た
た
め
全
体
の
形
は
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
前
端
部
が
開
い
た

比
較
的
短
い
形
を
し
て
い
た
と
推

定
さ
れ
ま
す
。
後
方
部
の
東
側
に

は
、
墳
丘
を
丘
陵
か
ら
切
り
離
す

た
め
の
溝
が
掘
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
溝
は
後
方
部
中
央
の
東
側
で

狭
く
な
っ
て
お
り
、
丘
陵
側
が
半

島
状
に
堀
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

埋
設
施
設
は
、
後
方
部
中
心
に

設
け
ら
れ
た
墓
坑
の
中
に
、
長
さ

３
ｍ
、
幅
０
・
７
ｍ
の
組
合
式
木

棺
を
納
め
る
も
の
で
し
た
。
墓
坑

の
上
部
に
は
礫
が
敷
か
れ
、
そ
の

上
に
壷
や
高
坏
な
ど
の
土
器
が

置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
埋
葬
後

に
行
わ
れ
た
祭
祀
に
伴
う
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。副
葬
品
は
、

銅
釧
、
四
獣
形
鏡
、
勾
玉
、
管

玉
、
ガ
ラ
ス
製
小
玉
が
木
棺
内

の
北
端
に
置
か
れ
て
お
り
、
被

葬
者
の
体
に
直
接
つ
け
る
の
で

は
な
く
、
被
葬
者
の
頭
部
周
辺

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で

す
。
こ
れ
は
一
部
副
葬
品
の
南

側
で
、
鉄
製
の
釶
（
や
り
か
ん

な
）、
錐
が
出
土
し
て
い
ま
す
。 

出
土
し
た
土
器
か
ら
３
世
紀

前
半
に
築
造
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
、
古
墳
が
造
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
古
墳
時
代
で
も
初
期
の
墳

墓
と
し
て
重
要
な
資
料
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

 国
指
定
史
跡 

丸
塚
古
墳 

丸
塚
古
墳
は
、
前
方
部
が
低

く
短
い
帆
立
貝
形
の
前
方
後
円

墳
で
、
周
囲
に
は
周
濠
が
め
ぐ

り
ま
す
。
墳
丘
の
長
さ
は
８
０

ｍ
で
、
周
濠
を
含
め
た
全
長
は

１
０
４
ｍ
あ
り
ま
す
。
後
円
部

の
直
径
は
６
３
ｍ
あ
り
、
高
さ

は
東
側
で
８
・
３
ｍ
、
西
側
で

９
・
６
ｍ
あ
り
ま
す
。
後
円
部

は
二
段
に
築
か
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
墳
丘
斜
面
に

は
葺
石
が
施
さ
れ
、
一
段
目
平

坦
面
に
は
埴
輪
列
が
め
ぐ
っ
て

い
ま
す
。
前
方
部
の
長
さ
は
１

７
ｍ
あ
り
、
幅
は
前
端
で
３
２

ｍ
、
ク
ビ
レ
部
で
２
６
・
５
ｍ

あ
り
、
高
さ
は
約
２
ｍ
あ
り
ま

す
。前
方
部
は
一
段
に
築
か
れ
、

墳
丘
斜
面
に
は
葺
石
が
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
周
濠
は
墳
丘
と
相

似
形
で
幅
が
１
６
ｍ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
周
濠
の
上
縁
か
ら
１
・

８
ｍ
外
側
に
は
約
６
・
６
ｍ
感

覚
で
円
筒
埴
輪
が
据
え
ら
れ
て

い
ま
す
。こ
の
埴
輪
列
に
よ
り
、

古
墳
の
範
囲
（
墓
域
）
を
区
画

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

埋
葬
施
設
に
つ
い
て
は
、
未
調

査
の
た
め
明
ら
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

墳
丘
か
ら
は
、
円
筒
埴
輪
・

朝
顔
形
埴
輪
や
形
象
埴
輪
が
出

土
し
て
い
ま
す
。
形
象
埴
輪
は

据
え
ら
れ
た
状
態
で
み
つ
か
っ

た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
家

形
埴
輪
、
蓋
（
き
ぬ
が
さ
）
形

埴
輪
、
甲
冑
形
埴
輪
が
出
土
し

て
い
ま
す
。
特
に
、
家
形
埴
輪

は
、
五
棟
以
上
の
破
片
が
出
土

し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
の
一

棟
は
大
型
の
入
母
屋
造
の
家
形

埴
輪
で
、桁
行
が
約
７
２
ｃ
ｍ
、

梁
行
が
約
６
０
ｃ
ｍ
、
高
さ
が

約
１
ｍ
あ
り
ま
す
。 

出
土
し
た
埴
輪
か
ら
、
５
世

紀
初
め
に
築
造
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

史
跡
「
平
川
廃
寺
跡
」 

平
川
廃
寺
は
、１
９
４
３（
昭

和
１
８
）
年
頃
、
瓦
が
出
土
す

る
」
こ
と
か
ら
寺
院
跡
と
し
て

注
目
さ
れ
は
じ
め
ま
し
た
。
そ

の
後
、
１
９
６
６
（
昭
和
４
１
）

年
に
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
で
、

建
物
の
瓦
積
基
壇
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
１
９
７
２
（
昭
和
４

７
）
年
か
ら
１
９
７
４
（
昭
和

４
９
）
年
の
調
査
で
は
、
塔
と

金
堂
の
瓦
積
基
壇
が
み
つ
か
り
、

さ
ら
に
こ
れ
ら
の
建
物
を
取
り

囲
む
回
廊
、
寺
域
を
区
画
す
る

築
地
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
１



９
７
５（
昭
和
５
０
）年
に
は
、

南
山
城
地
域
の
奈
良
時
代
を
代

表
す
る
寺
院
と
し
て
、
国
指
定

史
跡
と
な
り
ま
し
た
。 

伽
藍
配
置
は
、
西
に
塔
、
東

に
金
堂
を
配
置
す
る
法
隆
寺
式

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
講

堂
や
中
門
は
確
認
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
塔
・
金
堂
を
囲
む
回
廊

は
東
西
約
８
１
ｍ
、
南
北
約
７

２
ｍ
、
寺
域
は
東
西
約
１
７
５

ｍ
、
南
北
約
１
１
５
ｍ
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
寺
域
西
側
に

塔
や
金
堂
の
中
心
建
物
、
東
西

に
付
属
建
物
を
配
置
し
て
い
ま

す
。
塔
の
瓦
積
基
壇
は
一
辺
１

７
・
２
ｍ
あ
り
、
国
分
寺
の
塔

に
匹
敵
す
る
大
き
な
規
模
を
も

っ
て
い
ま
し
た
。
金
堂
の
瓦
積

基
壇
は
、
東
西
２
２
・
５
ｍ
、

南
北
１
７
・
２
ｍ
あ
り
ま
し
た
。 

出
土
し
た
瓦
か
ら
、
創
建
は

奈
良
時
代
中
ご
ろ
（
８
世
紀
中

ご
ろ
）
で
、
奈
良
時
代
末
か
ら

平
安
時
代
初
め
（
８
世
紀
末
）

に
修
理
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
修
理
後
ま
も
な
く
塔

と
金
堂
は
火
災
に
よ
り
焼
失
し
、

そ
の
後
再
建
さ
れ
る
こ
と
な
く
地

上
か
ら
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
よ

う
で
す
。 

ま
た
、
西
側
築
地
の
外
側
で
、

接
す
る
よ
う
に
赤
塚
古
墳
が
み
つ

か
り
ま
し
た
。
す
で
に
墳
丘
の
ほ

と
ん
ど
を
削
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

南
側
に
造
り
出
し
を
も
つ
直
径
約

２
２
・
５
ｍ
の
円
墳
で
、
使
用
さ

れ
た
埴
輪
か
ら
５
世
紀
後
半
の
築

造
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

国
指
定
史
跡 

 

久
津
川
車
塚
古
墳 

 

久
津
川
車
塚
古
墳
は
、
墳
丘
の

長
さ
が
約
一
八
〇
メ
ー
ト
ル
で
、

周
濠
を
含
め
た
全
長
は
約
二
七
二

メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。
南
山
城
地

域
で
は
、
最
大
の
前
方
後
円
墳
で

す
。 

 

久
津
川
車
塚
古
墳
は
、
大
谷
川

に
よ
り
形
成
さ
れ
た
扇
状
地
の
ほ

ぼ
中
央
に
築
造
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
谷
川
の
扇
状
地
に
は
、
古
く
か

ら
「
七
ツ
塚
」
と
呼
ば
れ
る
七
基

の
古
墳
が
あ
り
、
久
津
川
車
塚
古

墳
、
梶
塚
古
墳
、
芭
蕉
塚
古
墳
、

青
塚
古
墳
、
箱
塚
古
墳
、
指
月
塚

古
墳
、
丸
塚
古
墳
が
そ
れ
に
あ

た
り
ま
す
。 

 

現
在
は
、
国
指
定
史
跡
の
久

津
川
車
塚
古
墳
と
丸
塚
古
墳
、

城
陽
市
指
定
文
化
財
の
芭
蕉
塚

古
墳
の
他
に
、
青
塚
古
墳
の
一

部
が
現
存
し
て
い
ま
す
。 

久
津
川
古
墳
群
は
、
宇
治
市

南
部
の
広
野
地
域
、
大
谷
川
扇

状
地
を
中
心
と
し
た
平
川
地
域
、

城
陽
市
の
中
央
部
に
あ
た
る
富

野
地
域
の
三
グ
ル
ー
プ
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に
三

基
の
大
型
前
方
後
円
墳
（
久
津

川
車
塚
古
墳
、
芭
蕉
塚
古
墳
、

丸
塚
古
墳
）
が
所
在
す
る
平
川

地
域
は
、
久
津
川
古
墳
群
の
中

心
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
国
指
定
史
跡 

 

芭
蕉
塚
古
墳 

芭
蕉
塚
古
墳
は
、
二
段
に
築

か
れ
た
前
方
後
円
墳
で
、
周
囲

に
は
周
濠
が
め
ぐ
り
ま
す
。
墳

丘
の
東
西
両
側
に
は
、
造
り
出

し
が
あ
り
ま
す
。
墳
丘
の
長
さ

は
一
一
四
メ
ー
ト
ル
で
、
周
濠

を
含
め
た
全
長
は
一
六
一
メ
ー

ト
ル
あ
り
ま
す
。
後
円
部
の
直

径
は
六
二
・
七
メ
ー
ト
ル
、
前

方
部
の
長
さ
は
五
一
・
五
メ
ー

ト
ル
、
前
方
部
端
部
の
幅
が
六

一
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。
墳
丘

二
段
目
は
開
墾
な
ど
に
よ
り
削

ら
れ
て
お
り
、
本
来
の
墳
丘
の

高
さ
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
約

一
〇
メ
ー
ト
ル
と
推
定
さ
れ
ま

す
。
周
濠
の
幅
は
、
一
一
・
四

～
一
五
・
五
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま

す
。 

 

墳
丘
斜
面
に
は
葺
石
が
施
さ

れ
、
墳
丘
一
段
目
平
坦
面
や
造

り
出
し
に
は
埴
輪
列
が
め
ぐ
り

ま
す
。
ま
た
、
周
濠
の
上
縁
か

ら
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
外
側
に
は

約
三
・
四
～
四
メ
ー
ト
ル
間
隔

で
円
筒
埴
輪
が
据
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
埴
輪
列
に
よ
り
、

古
墳
の
範
囲
（
墓
）
を
区
画
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

埋
葬
施
設
は
、
南
北
方
向
の

粘
土
槨
で
す
。
北
側
の
小
口
部

分
を
確
認
し
た
に
す
ぎ
な
い
た

め
、
正
確
な
規
模
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
幅
は
約
一
・
五
メ
ー

ト
ル
あ
り
ま
す
。
粘
土
槨
は
大

規
模
な
盗
掘
を
う
け
て
お
り
、

盗
掘
坑
か
ら
鉄
製
の
甲
冑
片
や

形
象
埴
輪
片
が
出
土
し
ま
し
た
。

鉄
製
の
甲
冑
片
は
副
葬
品
の
一

部
と
考
え
ら
れ
、
形
象
埴
輪
片

は
墳
頂
部
に
並
べ
ら
れ
て
い
た

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

埴
輪
は
、
円
筒
埴
輪
・
朝
顔

形
埴
輪
・
壷
形
埴
輪
・
形
象
埴

輪
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
形
象

埴
輪
は
、
家
形
埴
輪
・
蓋
形
埴

輪
・
靫
形
埴
輪
・
盾
形
埴
輪
・

甲
冑
形
埴
輪
・
囲
形
埴
輪
が
あ

り
ま
す
。
特
に
囲
形
埴
輪
は
、

東
側
く
び
れ
部
の
墳
丘
裾
部
に

据
え
ら
れ
た
状
態
で
出
土
し
ま

し
た
。
底
部
が
残
っ
て
い
た
に

す
ぎ
ま
せ
ん
が
、
長
さ
が
約
六

四
セ
ン
チ
、
幅
が
約
四
四
セ
ン

チ
、
残
存
す
る
高
さ
が
約
一
二

セ
ン
チ
あ
り
ま
す
。 

出
土
し
た
埴
輪
か
ら
、
五
世

紀
中
ご
ろ
に
築
造
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。 


